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KyロtoUniversity 

「明るU社会の未来像J

2012年3月1~日目

=
目

神戸国際会議場メインホール
(神戸市中央区港島中町6-9-1)
。交通アクセス:JR.阪神・阪急三宮駅からポートライナー

約10分f市民広場駅J、下車徒歩約2分

-主催:京都大学附置研究所・センター

・後援:読売新聞社、(公財)京都大学教育研究振興財団
神戸大学

C先着700名(入場無料)応募申込みは先道)1頂となります。
(なお、当Bの入場I草、定員に還レ次第、締切させていただくこととなりますので、
予めご了承ください)

E副首l"-r.語函昌弘司

干606-8501 京都市左京区吉田本町京都大学経済研究所総務樹
e-mail:soumu@kier.kyoto-u.ac.jp 

TEL.075-753-7102 FAX. 075・753-7193
指参加者の情報は、適切に保iliし、本シンポジウムの開催受付の目的以外lこは
手1)用いたしまぜん。
本やむ巷得芯い事情によりプログラムが変更に怠る煽合があります。

参加お申込み方法は裏面へ

http://www.kuic2012.jp 

0プログラム
10:∞-10:15 
[開会の辞]

松本 紘 {京都大学総長)

[歓迎挨拶 ・講演]

福田 秀樹 (神戸大学期

fパイオリファイナリーの展望J

瀬原 淳子 (再生医科学研究所教綬)

「生命誕生の設計図~再生の仕組みを解く鍵j

中島 浩 (学術情報メディアセンター教授)

「スーパーコンビュータが拓く未来J
12:10-13:30 昼食休憩

北川 進 (物質→醐統合システム拠点数回

「夢を現実にするナノ空間材料j

竹沢 泰子 (人文科学研究所教授)

「日本人移民の歴史と
多文化共生社会の明日j

15:00-15・15 休憩

[パネル・ディスカッシヨン]

「震災後の復興についてJ
浜口 伸明 (神戸大学経済経営研究所知的
芹津 成弘 (大阪大学社会経済研究所糊

矢野 誠 (京都大学経済研究所教授)

コーディネータ一

三野 和雄 (京都大学経済研究所教授)

[閉会の辞]
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講演者紹介

福岡秀樹
神μ大学学長

「バイオリフ ァイナリーの展望J
地球沿暖化抑制の つの手段として、バイオマス資

源を平IJmしたパイオ燃料などのエネルギ一生産やi凡斤!
化成品、高分子素材、食品など多秘多様な有用物質の

*w.技術の開発が必袋とされている。このような技術

コンセプトは、バイオリフ Tイナリーとl呼ばれ、温暖

化の~囚である炭酸ガスの均加を抑制する乙とができ

るので最近注口されているの

ここでは、バイオリファイナリーの展望ついて概説

したい。

瀬原淳子
1'1'1 医科学研究所

教役

「生命誕生の設計図~再生の仕組みを解く鍵」
私たちのからだは、 個の受精卵からD;'!Aという

設計図に基づいて作られています。それが一人一人少

しずつ迷うから個性が生まれるし、種によって違うか

ら、 22を舞う鳥たちゃ:Itl!を逼うヘピたもが牛まれるの

です。それらの設計図は、生命の「見た目」だけでな

く、その生き残りをかけて、進化と古う長い歴史の巾

で-tI'1き続けられていますの生命誕生の設計図にi持む、
数えきれない巧妙な仕衝けを解き明かすのが、発生生

物学。その魅力をお話しします。

「震災後の復興について」

内然災筈は社会資本を一新させ、かえって比較的短期間に経済成長を促

すこともあるといわれます。東北地ノ庁の復興の兆しは、そのあらわれと見

ることもできますが、け本経i斉全体を見ると、今でも大きな打懇をひきず
り続けています。 !反発~J ç放の処疋~に数十年がかかる ことを考えると、 災災

復興の道のりは、短期的視点だけではく、 Jド 'j~.に長期的な栂点にたって~.・

えなくてはなりません。今回のパネルデイスカ γションでは、東北沿岸地

域の復興、屯カの安定供給、非常時に!迎い社会の構築といった問題に焦点

をあて、短期・長}闘の両Jjの観点から円本経済の復興の道筋を考えます。

パネルデイスカッション

中島治
学術情報メヂ(7~ンター

教綬

「スーパーコンビュータが拓く未来J
事1I戸が誇る1仲界I詰速スーパーコンピュータ (スパコ
ンH京」を乍顕に、パソコンの数万倍 ・数|万!去の計
11性能を持つスパコンが、さまざまな分野で活路して
います。この濡i貨ではまず、スパコンがなぜスーパー
であるのかをお話し、パソコンやゲーム1穫と似ている
点やi!ilう点を知っていただきます。その後、スパコン

を使った研究開発が明るい未来を拓くためにどのよう

に役立つかを、スパコン技術の将来以裂とともにお話

します。

コーディネーター

=宅野 手口M~
J;(m大学経済研究所

教般

矢野誠
J;f都大学経的研究所

教舵

芹禅 成弘
大阪大学社会経済踊究所

教股

浜口仲i明
神戸大学経済経世餅究所

教t号

「夢を現実にするナノ空間材料」
レゴのようなプロッヲゲームが分子、イオンのナノ

の世界で行えることがわかってきました。これにより

ナノ空間lを持つ構逃休が生み出され、これを月Jいてこ
れまで不可能とされてきた混合物や気体の分離、捕獲、

気体大量貯械、 Jt応答性材料やポリマー合成などの多
J憾な機能を尖現することができました。この段新の成

果と将来展恕ーについて、現代の問題(地球環段、エネ

ルギ一、医療、健康)にt!:.点をあてて諸i貸します。

。ウエブでの申込み

・参加申し込みフォームかうお申込ください。

・ホムペジアドレス http://www.kuic2012.jp

おけ1し込み}j法

。FAXでの申込み
・冒頭に I京都大学シンポジウム参加申込」と明記し、
①氏名(1:)1りがな)、②所属、@職名(研究者のみ)、@連絡先の

FAX番号および電話番号、受付通知をメールにて希望される方は
メールアドレス、⑤年齢、をと記入の上、事務局FAX番号
(075-753-7193)担にご送付ください。
受付後、とちらから確認のFAXをお送りします。

竹沢泰子
人文科学研究j蝿

教授

il:l本人移民の歴史と
多文化共生社会の明I:lJ

神戸は、開港以来、綿々な外国人を受け入れるとと

もに、数多くのH本人移民を送出した仰でもある。ア
メリカ合衆国に減ったH本人特民の場合、第二次大戦

中の強制収容をはじめ、過開な体験をしてきた。かつ

て日本人が海外に移住し、新天地でマイノリティとし

て生きた経験はいかなるものであったのか。海外から

の移体者、ミックス ・ルーツの fどもたちが急J(fjする
なかで、多文化共生社会の成熟が大きな課題となって

いる円本。未来のあり方を神戸で#えてみたい。

。往復はがきでの申込み

①氏名U5ゆが芯)、②住所、@所属、@職名(研究者のみ)、⑤連絡先
の電話番号、@年齢、をご記入のうえ、下記あてにご送付ください。

子606-8501京都市左京区吉田本町京都大学経済研究所総務掛

京都大学 附間研究所・センター

・化学hlt究所 ・経済研究所 ・地域附究統合情報センター
・人文科学研究所 ・数理解析研究所 ・学術情報メディアセンター
・再生医桝学研究所 ・原子炉実験所 ・フィー)(;ド制学教育研究センター
・エネルギーl里よ学研究所 ・霊長類研究所 ・ここるの未来研究センター
・生存圏研究所 ・東南アジア側究所 ・聖子生動物研究センター
・防災研究所 ・iPS細胞研究所 ・物質一細胞統合システム拠点
・2基礎物理学研究所 ・飯射線生物研究センター
・ウイルス研究所 ・生態学研究センター
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微 生 物 の 力 で C O 2 抑 制

福
田
秀
樹
神戸
大学
長

バ イ オ リ フ ァ イ ナ リ ー の 展 望 」

地 中 か ゑ 布 一 切 や 天 然 ガ ス と い

っ た 化 石 鱈 創 刊 を 〈 み k げ て 使 う

過 屈 で 処 大 気 中 の 二一 般 化 際 線

{ c o J を mや す ば か り だ 。

我 々 が 昨 冒 す る 「 バ イ オ 日 フ ァ

イ ナ リ l E呼 ば れ る 筏 訴 で は 、

析 た に C 0 4 排 出 す る こ と な

く エ 世 ノ l ル や 臼 然 調 腐 で 分 附

す φ プ ラ ス チ ッ ク 、 繊 維 な ど を

作 り 出 す - F 訴 で 品 『 』 9 .

原 制 は 火 気 か ら c o d 議 P

込 ん H h 植 物 マ 制 局 の エ 9 ノ ー

ル 苦 織 や し た 僚 に 出 る C Q J 時

情 物 が 再 び 取 的 ぺ 暗 ん で 〈 れ る .

そ の 祖 物 を 使 っ て 、 新 た な 製 品

を 押 る と い う サ イ ク ル 怒 一設 す

れ ば 、 化 石 惚 料 を 悠 フ 掛 合 の よ

・ [ 〆 な 羽 泊 へ の 理 膨 爆 を 防 ぐ こ と

が で 骨 誌 。

パ イ オ リ フ ァ イ ナ リ ー で は 、

徴 集 物 の カ 宇 治 ち て 糊 糊 を 分 摘

し 、 製 円 安 伸 弓 た だ 、 自 然 界

に す り 微 生 物 の 分 解 能 力 は 非 常

に 剣 い の で 、 泊 伝 子 組 み 燃 え 筏

術 聖 位 ヲ て 本 来 は 持 っ て い な い

臓 器 再 生 解 明 ヘ 新 視 点

瀬
原
淳
子
喜
美
騒
護

「 生 命 託 生 の 殺 計 図 1 再

研 究 所 と は 雌 成 概 念 に と ら わ

れ る こ と な 〈 、 た と 凡 目 上 の 人

に 逆 ら っ て で も ポ 知 の 問 凶 に 焼

酬 明 寸 ' る 掛 # 可 「 教 担 が な ん や ね

ん 、 所 M M が な ん や ね ん 」 と い う

く ら い の 感 磁 で チ ャ レ ン ジ し な

い と 時 代 に 泌 さ れ 、 削 渇 的 な 研

究 ぼ で さ む い 。

泊 伊 チ や 細 胞 の 腕 究 叶 磯 田ん で

両 誌 が 、 隊 側 一 市 P R Y 酔 う に 山 田 成

さ れ 、 問 中 さ れ る か は 察 後 と

の 仕 組 み を 解 く 鍵 」

ん ど わ か っ て い な い . 私 は こ れ

を 細 胞 同 士 の 相 互 作 用 と い う 観

点 か ら 解 明 k き と し て い る .

倫 相 筋 の 細 胞 は 五 い に 助 命 し

て 組 織 を 柑 官 盃 市 、 制 胸 同 士 の 融

A Eい え ば 受 m M M 思 い 浮 か ぷ .

そ こ で 側 絡 陥 の 形 成 と 受 摘 は 似

て い る の で は な い か と 考 え 弓

1 9 9 ? 傘 、 爽 持 申 総 本 イ チ

ャ 1 に 「 受 精 戸 訟 へ ピ 備 に 似 に

た ん ぱ く 績 が 関 係 し て い る 」 と

い 言 語 若 君 主 た 附 は

「 こ れ だ 』 と 思 っ た . 羽 べ て み

る と 、 筋 肉 で も へ ピ mに 似 た た

ん ぱ 〈 震 が 内 見 つ か っ た . A D A

四M m 大 に あ る nの 附 盟 副 究 所 ・ セ ン タ ー に よ る 節 q 図 シ ン

ポ ア ウ ム 『 県 帽 憎 か ら の 嗣 晶 画 川 3 幻 世 紀 の 臼 本 を 管 え る 」 ( 銃 売

新 聞 社 怠 ど 後 盟 ) が 3 H 門 目 、 神 田 市 中 央 区 の 神 戸 国 境 語

場 で 聞 か 色 、 「 明 る い 社 会 の 未 来 像 」 宮 7 1 マ に 、 岡 市 に

あ る 悦 宮 越 の ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ 1 球 」 尭 号 仇 二

命 制 学 や 新 蝶 剥 の 開 ぬ な ど 各 分 野 安 W 門 家 が 成 県 を 報 匂 阪

神 大 崎 災 の 経 験 を 賄 事 足 、 東 日 本 大 崎 氏 援 の 笹 橋 間 闘 を 考 え

る パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン も あ D 、 約 4 0 0 人 が u 零 品 開 史 、

M と い う た ん ぽ く 尚 は 、 細 胞 磁

函 に 史 き 出 し 「 也 の た ん ぱ く 貨

を 相 判 断 す る は さ み の 役 捌 を 果 た

し て い る . 切 断 さ れ て 遊 隠 し た

た ん ぱ 〈 賓 が 、 細 胞 か ら 細 胞 へ

と 問 号 を 伝 え て い 守 令

A D A M は ア ル ツ ハ イ マ l 銅

に も 刷 回 附 し て い る . ア ミ ロ イ ド

例 制 悼 と い 司 4 ・ 』 ん ぱ く 慣 が 、 別

の は さ み に よ っ て 切 断 さ れ る と

言 、 ロ イ ド S が で 実 脳 に た ま

ヲ て 宛 症 す る . A D A M は ア ミ

ロ イ ド 8 を 減 ら す が 、 老 他 す る

と 働 骨 E m 弱 ま り 、 発 症 す る ら し

い . こ S 〆 u r占 詰 g O を 割 節 す る

治 療 誕 の 闘 " が 期 椅 さ れ る 。

ハ プ や マ ム シ の 部 は A D A M

か ら 油 化 し た と 脅 え A Z H る 。 は

さ み で 血 液 安 薗 め る 物 賞 受 切 断

し 、 出 胞 を 止 ま ら な く し て い る

の だ ろ う 。

同 等 動 物 の 慢 憾 な 体 が で 豊 志

に は 、 細 胞 問 + あ 相 宜 伸 期 に か

か わ っ て い る 因 子 が 多 数 必 岡 山

符 泊 化 の 温 円 程 で は 、 こ れ A 6

因 子 世 う ま く 政 援 し て 、 ヘ ピ 廊

の よ う に 隼 存 鈴 争 の 涜 剖 と し て

も 剥 m し て 主 弓 他 の 動 制 物 と

の 共 有 や 飯 合 の 中 で 、 払 た 担 6

ゲ ノ ム ( 4 串 週 伝 例 制 ) は 少 し ず

つ 国 窓 さ れ 、 巡 化 レ て き た の 勾

由 同 郁 大 憎 め 「 自 由 の 事 g H司 自

醤一 口 闘 な 兆 一 四 で F Uい も の を 繊 み な 貯 て

L a m "に 宛 信 ず る の が 他 命 で 、 関 湿 な

明 剖 凡 対 話 市 町 柿 本 長 曲 目 に な っ て い る ・ 特 色

内 ノ の 一 つ で あ る 多 彩 な 研 究 所 m V セ ン 担

W い ー か ら の 知 の 宛 臼 で 、 社 会 的 館 筋 を

h u 川 県 た し た い .

、 昨 草 、 白 曜 は 東 日 本 大 健 制 酬 と い う

r 大 揖 返 却 割 を 交 り た a 阪 神 大 筒 災 の

調 印叶 つ ら い 世 話 を 湖 U て 、 人 間 笠 肩 書

ト ( び 立 ち ょ が る 災 例 を 示 さ れ た 神 戸

4 t で 、 シ ン ポ ゲ ウ ム を 開 催 さ ぜ て m〈

こ と に 感 謝 す る .

松 本 紘 ・ 京 総 大 学 長 あ い さ つ

傷 力 を 園 田 生 物 に 与 ベ 生 度 裂

を k げ よ う と 研 究 を 巡 め て い

る .
モ の 過 艇 で 関 知 し た の が 「 千

手 観 笛 微 生 鈎 ・ 曲 、 微 生 輔 の 褒 凶

に 、 た く さ ん の た ん ぽ く 貨 や 僻

叡 を く っ つ け て 、 あ だ か も 和 弘 く

さ ん の 苧 を 持 っ て い る よ う に 見

え る の で 、 そ う 命 名 し だ 。

例 え ば ト ウ モ ロ コ シ の 結 K M を

徴 生 直 柵 に 宛 併 さ せ て エ S J 1 ル

苦 虫 開 院 す る 刷 咽 合 、 現 在 は 面 倒 な

間 処 廻 が 必 製 に な る 。 干 草 偏 西

微 生 物 白 島 に 例 処 捌 の 舵 力 を 与

え て や れ ば 、 平 型 信 く こ と が

で 世 葛 .

妄 比 、 『 手 」 # h m 函 甲 骨 ぽ 、 相

わ ら や 遊 わ ら 、 本 く す か ら も エ

空 ノ l ル キ み ザ 舎 ヤ と が で き る b

集 際 、 我 々 は こ う し た 伺 聡 か ら

エ 安 ノ l ル を 押 る こ と に 、 世 界

で 初 め て 成 功 し て い る . 柿 鞠 を

余 す こ と な く 使 い 切 る と い う 窓

際 で 也 、 岡 捌 的 ぺ

現 在 、 平 手 観 笛 微 生 物 の 災 用

化 に 向 け て 研 究 を 巡 め て い る

が 、 一 犬 繁 酔 叩 け で 完 成 で き る 妓

術 で は な い 。 他 大 半 や 研 究 機 関 、

金 援 と m mす る - Z で 、 近 い 将

来 、 地 獄 蹴 限 努 め ぐ と い A d 祉

会 口 献 京 品 開 た 主 主 』 が で き る と

噂 え て い 弓

圃 酬 の 聞 抗 属 障 に 鵬 e 入 る 鯵 掴 事 旬

「 京 」 で 地 震 サ イ ク ル 予 測

中
島
浩
宅
勢
竺
毛
主
ィ
ア

「 ス ー パ ー コ シ ビ ュ | 夕 が 妬 く -朱 来 」

神 間 ・ ポ ー ト ア イ ・ フ ン ド に 、 世

界 で 一 品 開 明 暗 い ス ー パ ー コ ン ピ ュ

1 8 1 『 照 」 が あ 司 令 京 の ど こ

が P ラ ス ー パ ー な の か 、 ス パ コ

ン 宇 佐 ヲ て 未 来 都 節 け る の か 、

と い っ た ' F 』 を お 筒 し し た い .

ス パ コ ン の 速 さ を 測 る の は
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「 フ ロ ッ プ ス 』 と い ラ m位 で 、

l 秒 間 に で き る 線 野 の 散 を 設

す . 向 酬 の 能 力 は 1 ・ 崎 県 フ ロ ッ

プ ス . mは 兆 の 1 方 儲 だ . こ れ

は - 般 的 以 パ ソ コ ン の 1 8 0 万

倍 迎 い .

肘 " が 出 置 い の 明 九 は な く 、 一 般

に た 〈 さ ん で き る の ぞ ヲ 考

ス ピ ー ド に あ た る 同 被 繁 信 で

な え 援 列 被 減 数 や プ ロ セ ッ サ

ー 内 放 列 計 停 と 呼 ば れ る 能 力 が

す ご い . ス キ l uフ ト に 例 え る

と 、 闘 越 を 上 げ る の に は 限 界 が

あ る が 、 ペ ア リ フ ト に レ T 占 v 、

日 フ ト を m股 し た り し て 舗 送 能

力 。 玉 げ 予 と い う こ と 勾

向 酬 に は 小 さ い コ ン ピ a l h ' l

が 、 大 型 冷 漉 酬 の よ う 忽 キ ャ ビ

ネ ッ ト に 1 0 2 制 入 勺 て い る .

そ れ を 摘 に M M 側 、 縫 に お 個 並 べ

て つ な い で い る . 個 々 の 留 品 は

替 逝 の パ ソ コ ン と 窟 わ ら な い

が 、 互 い の 計 館 輪 以 を 伝 え h z n

る よ う 、 太 く た く さ ん の 通 例 路

で つ な い で い る b

何 で も 計 算 で 骨 文 V わ 砂 で は な

い . 大 医 の 定 し 鉱 を 岡 崎 に 行 う

さ フ な 肘 幻 は m側 諸 だ が 、 あ る

計 算 の 結 保 を 能 っ て 次 の 創 ぬ を

す る よ う 与 も の は 、 円 過 の パ ソ

コ ン と 同 じ だ け 時 間 市 か か る .

四 酬 が m nと す る 計 叙 で 、 実 施

不 可 憶 な 拠 軸 酬 を コ ン ピ ョ l p l

上 で 飯 沼 的 に や る シ ミ ュ レ l シ

B ン が で 曲 Z . ニ 間 化 炭 縦 の 温

度 変 化 が 地 践 に 同 f え る 膨 橿 曹 を 側

べ た り 、 地 視 の 制 P を 千 牢 単 位

官 府 野 し 、 県 南 出 陣 ・ 醐 陣 地 質 の

宛 生 サ イ ク ル 彩 挙 制 し た り と い

う こ と が 可 能 に な る .

あ と B 1 7 棺 マ 京 の 1 0 0

倍 の 位 能 の ス パ コ ン を 押 ら な け

れ ば な ら な い と 書 わ れ て い る .

充 ど ん 鍵 し く 歩 ぷ 、 器 削

か ら ス パ コ ン の 健 能 を ト E り る 研

究 開 発 を し て 指 定 過 程 で 、 出 回 裕 、

パ ソ コ ン 盛 向 性 能 化 し て き た .

フ ロ ン テ ィ ア の 悶 憾 な 翻 閣 に 椀

制 す る 平 と が 、 社 内 耳 主 語 に 新

し い 価 値 を 生 み 出 し て い る .
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え て い る 。

荷 傾 化 合 " の 倉 子 生 山 凶 イ オ

ン の 稽 械 を 泌 ぜ る だ ゆ で 、 数 分

間 で 向 然 に き 孔 性 金 属 締 体 が で

由 Z . 一 m l釘 - M ( 1 1 r ・ M φ 1

0 0 0 分 の 1 ) の 絶 品 で 向 1 0

0 万 似 の ん 八 が 胤 則 定 し く 並 び 、

「 気 体 の 錬 金 術 」 目 指 し て
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ニ 般 化 炭 紫 な ど の 分 子 が 入 る 。

ガ ス 吸 m mに 使 う と 、 圧 倒 的 な

血 を 貯 越 で き る d 随 則 途 で 柊

採 用 化 に 向 け て コ ス ト や 位 争 官 官

を 般 討 す 各 段 階 に 迦 ん 材 、

石 酬 な ど の 化 学 成 分 の 分 婚

時 臼 車 の 附 策 に 使 う エ 主 ル ギ

ー の 1 制 強 が 鈎 や さ れ て い 弓

非 鰍 に 目 指 な 問 崩 ぺ ア セ チ レ

ン は 岡 崎 知 位 の あ る 危 険 な ガ ス だ

が 、 事 乳 佐 脅 腐 鉛 体 宇 品 配 え 健

室 疋 と 分 " で き る .

ま 骨 句 短 期 を 閥 り 有 線 物 な ど

の 骨 絡 が 、 一 定 の 圧 力 に 述 子 p e

と 聞 い た り 絡 ん だ p uて 、 気 体

の 分 子 を 取 り 迅 む 抑 制 も 作 っ

た 。 二 剛 山 他 脱 線 や 限 謀 、 剛 到 な

ど ω気 体 の 回 婦 に よ っ て 仰 絡 が

捌 〈 底 力 M M 異 な り 、 わ ず か 必 盤

を M M 分 り て 分 植 で き 司 令

分 a m ・ 貯 脱 し た も の を 縫 加 で

さ れ ば 、 化 字 削 剖 畠 の 郎 n '石 油

か 負 飽 き 悶 え る こ と 単 盟 国 に な

る だ ろ う .

日 系 人 助 け 合 い の 精 神

「 夢 を 現 実 に す る ナ ノ 空 間 材 料 』

拠 出 開 治 上 凶 の 人 口 が お 散 に 仲

び 、 資 制 騨 M M 辺 り な い 時 代 に な っ

信 石 捕 を つ く っ て い 歪 珂 畿 は

炭 蝶 や 水 娘 、 m礎 闘 腐 な ど .

こ れ ら は 空 気 や 水 に 合 ま れ て い

弓 な 品 ぽ 空 気 や 水 で 石 油 に 代

わ る も の が で 曾 る は ず H 白、

「 気 陣 の 錬 金 術 』 を 目 指 し て

い る 。 空 気 中 で は 償 磁 も 飽 鋭 も 、

す ぐ に 混 ざ る . 告 緑 、 組 納 ・ 貯

磁 し て 何 用 な も の に 礎 え る プ ロ

セ ス 吾 、 低 エ ネ ル ギ ー で 効 柑 よ

く 卿 突 に 泊 め た い 。

ナ ノ ハ ナ ノ は 問 億 分 φ ↓ サ

イ ズ m y k が 無 位 に 闘 い た ( ジ ャ

ン グ ル グ ム の よ う な 形 の ) 「 多

九 健 金 属 知 体 』 と い う 物 質 〔 結

局 } を 研 究 し て い る ・ 極 微 な 柱

状 の 怖 格 の 聞 に 内 分 子 や 節 子 が

出 入 D で 由 p d 噌 聞 が あ る と 叫 が

組 き る の か . 申 闘 の 話 予 M m 約 2

4 0 0 障 問 に 宵 っ た 『 無 聞 の 用 』

と は 、 役 に 立 た な い よ う に 邸 わ

れ る も の も 裂 は 役 に 立 つ 、 と い

う 教 え だ . 私 は 拘 山 聞 は 何 も な い

せ き 聞 で な く 、 機 能 の 室 副 と 苛

竹
沢
泰
子
錫
毅
授

術 ? 政 世 凶 肝 大 破 中 、 米 ・ 削 減

陪 に 住 ん で い た 日 系 人 的 ロ 万 人

が 、 縦 長 3 年 半 に わ た っ て 強 制

『 日 本 人 移 民 の 歴 史 と 多 文 化 共 生 社 会 の 明 日 」

収 符 さ れ た . 人 組 偏 見 や 峨 印 中

の E 齢 、 政 抽 出 専 の ・議 R 6 引 き

起 こ し た こ と だ っ た .

震 災 復 興

教 訓 と 知 恵 浜 口 県 花 函 地 方 が 日 志 の 園 内 2総 生 陸 ( G D P ) に 占 め る 制 合 」 叶 .

惇 且 % 、 摘 出 に 占 め る 糊 合 は わ 区 に

ず か 1 % だ が 、 健 災 は 術 界 経 繍 4 フ

に も イ ン パ ク ト を 与 え た . も の 軍 曳

作 り 鐙 援 で は 市 場 の グ ロ ー バ ル 斗 「

他 が 地 む ほ ど 、 終 と な る 段 術 が 一

山 吉 散 の 企 擦 に 鍋 申 す る か A 晶 号 品 住 民

一一 四 線 中 は 事 帥 聞 は 勤 輔 が い い 当 日 一戸

市 、 災 也 に は 亦 常 に 弱 い . 凸 蓬

掛 酬 抽 増 や 木 熊 策 の 恨 旧 市 遅 れ て i 恥

い る の は 加 γ 『 出 向 、 制 氷 、 紛 争 ' れ

光 、 産 費 関 恕 す る ? な つ

議 回 聞 が 州 伸 被 で 一 気 に 失 わ れ た か 3

ら だ ・ 世 界 四 指 の 水 盛 資 制 苦 符 ' h u

る J 一 踏 で も 商 船 他 平 後 継 者 不 足 回 聞

の 躍 は 縄 災 前 か ら あ り 、 元 通 - 5 1

P に 復 旧 し て も 刷 用 決 し な い . 入

ロ 誠 心 忘 却 続 い て い る 地 厳 の 慢 闘

に つ い て は 、 あ る 担 度 の 線 約 化

は 避 ザ り れ な い と ぢ る A V .
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--刊

日 本 人 が 米 本 ょ に 移 住 し に の

は 明 治 維 新 附 後 @ 』 名 句 「 中

関 入 俳 斥 法 』 で 移 民 が 停 止 し た

中 関 人 に 代 わ る 磐 働 h H と し て 、

企 飲 酒 さ れ た J h m、 日 洞 ・ 自 館

戦 争 で の 日 本 の 勝 利 に 米 関 入 は

篇 が 〈 し 、 「 前 回 同 世 と 岬 ば れ

る 銚 斥 運 動 が 向 ま つ ら

1 9 4 1 峠 η 月 、 日 本 加 の w H

疎 鴻 山 崎 偉 の 却 が 伝 え ら れ る と 、

日 本 舗 M T 絞 殺 愉 や 日 本 総 新 聞 の

編 純 良 、 剣 泊 師 範 ら が 一 買 に 米

迎 邦 飽 描 H H 同 ( p h I } に 樹 準 さ

れ た @
続 い て 始 ま っ た 一 般 の 日 系 人

の 強 制 収 容 で 健 制 物 の 持 略 語

し は 一 人 1 倒 し か 惚 め ら れ な

か ヲ た . 日 系 社 会 の 経 済 的 別

失 は 釣 防 備 が に よ る と さ れ 、

矢 野 誠 盟 事 務 相 揖

明 E g は 別 様 、 m m後 も 仕 mを 再

建 で き ず 自 屍 宇 治 ん だ 人 も 多 く

い た .
強 制 収 容 の 被 硲 は 補 償 さ れ る

べ き だ ル あ 勧 告 が 、 神 戸 市 の 姉

銚 都 市 ・ シ ア ト ル か ら 始 ま り 、

戦 争 終 前 か A 弱 年 た っ た 初 年 、

同 慣 が 始 ま っ 弓 米 政 府 は 白 系

人 の 強 制 収 容 を 「 問 の 信 品 開 に か

か わ る E 』 キ C ら え 、 盤 情 的

沼 健 に あ b な が A 6 附 健 J V 以 上

を 拠 出 し た 。

た だ 、 納 慣 命 は 一 人 ? 方 が と

い う わ ず か な 劉 で 、 日 系 人 共 同

体 か ら は 「 た っ た 2 万 d で 米

国 政 府 に 仰 の 愈 舗 を 民 話 せ る

よ う な も の 」 『 お 金 の 悶 極 じ

よ い 」 な 主 演 由 民 治 活 曾

い た 。
し か し 、 浦 償 は 人 々 の 紀 憶 に

強 制 収 容 の 串 央 を 刻 υと い う 忠

味 で 甫 嬰 だ っ 弓 1 5 1 年 の

同 時 串 L 8 7 ロ 後 の 米 国 で は 、 イ

ス ラ ム ・ ア ラ ブ 採 の 人 た ち が 抑 制

聞 で 勾 留 さ れ る と い う 情 砲 が 流

れ た . そ の 時 、 「 道 担 d p 】 幽 副 り 渇

す な 」 と 迎 絡 し て 立 ち 上 が っ た

の は 8 系 人 主 め 他 の 人 欄 初 動

僚 た ち だ っ た .

阪 神 大 鑓 災 で は 、 間 耐 聞 や X 化

的 措 同 僚 を 組 え て 立 い に 助 け 合 う

動 事 が で き た . そ の 様 曲 聞 は 一 過

性 に 絡 わ ら ず 、 例 年 の 新 潟 県 中

越 地 穏 や 外 闘 で 窃 委 後 災 、 東

日 本 大 鍵 拠 で も 生 き 続 財 て い

司 令

よ ノ
養

向 山

賀 子 ど 島 撃 に 飲 む を

r h M を 恕 俳 句 灘 の 簡 を 子 ま め 手

d ゆ が 届 か な い 喝 所 に 殴 〈 判 断 キ 昔

」、 り る . こ う し た こ と が 、 社 共 幸 床

A r で は で き て い な い の で 「 祭 典 外 」

ιト 』 と い 司 品目 誌 が 出 て く る 。

ゐ ι 紛 々 は 悦 代 の 荷 度 必 筏 術 の 旦

b E へ l ザ ー と し て 、 筏 術 介 苫 う 向 き

p a 合 う か を 匂 え な け れ ば な ら な

削 附 ぃ . そ の た め に は 法 除 と 純 済 の

r n 両 方 の 羽 車 道 た . 首 選- / 初 世 紀 初 -拙 か ら 蔭 慢 と 経 済 憎 め

関 係 性 を 捗 輸 に m m惇 U て い た

が 、 日 本 で は 残 念 な が p q 法 律

家 と 経 済 学 脅 か 一 mに 会 し て 舗

を す る 機 会 は 非 常 に 少 な い . 法

一 学 は 過 去 の 判 例 の 分 析 を 泊 じ て

一 割 町 田 カ を 刷 用 か に し て く れ 、 経 済

・ 学 は す ご く 理 倫 的 判 、 両 方 が う

- ま 〈 バ ラ ン ス す る と い い .

三 野 筒 剛 山 の 間 四 は 非 餅 に 大

き く 、 挙 制 の あ ら ゆ る 分 野 が 聞

係 し て 〈 る . 範 演 唱 に で 曹 る こ

と は 可 』 〈 一 部 だ が 、 償 極 的 に u p d

え 税 ゆ て い 向 だ い .



地域別申込状況 地域別参加状況

1% 

1% 
-兵庫県 -兵庫県

2% 
口 大阪府 日大阪府

-京都府 -京都府

-奈良県 -奈良県

-滋賀県 -滋賀県

-東京都 -東京都

和歌山県 口 和歌山県

-その他 -その他

-不明 、、‘‘、 -不明
『司-_ー- ....---""-~ 

司、~司司

年齢別申込状況 年齢別参加状況

「2% aA，
.10代 .10代

2%~ 5% .... ・・h 】 20代 ロ20代
.30代 .30代

.40代 .40代

.50代 .50代

.60代 .60代

70 代 口70代

.80代 .80代

-不明 -不明

アンケ一卜回答結果(回収率65.3%)

シンポジ=ウムを知ったきっかけ

応募状況

職業別

%

%

%

 

勺
ム

λ
特

訓

叫

シンポジウム 参加・申込状況

男女別参加状況

.HP 

口FAX
・往復はが、き

・電話・メール

・当日

.男
口女

-無職
口 会社員

・自営業
・教員

・主婦
・学生
公務員

・アルバイト
.その他

日 未記入

.①読売新聞

口②ポスターチラシ

.③HP 

・④知人の紹介

.⑤その他

118 



シンポジウム 参加・申込状況

応募状況 (564名)

HP 390 
FAX 82 

往復はがき 65 
電話 16 
メール

当日 10 

564 

地域別申込状況 その他 (26)うちわけ 地域別参加状況 その他 (9) うちわけ

兵庫県 248 愛媛県 3 兵庫県 142 岡山県 2 

大阪府 139 北海道 3 大阪府 74 広島県 2 

京都府 54 広島県 3 京都府 32 神奈)11県

奈良県 30 岡山県 3 奈良県 11 千葉県

滋賀県 14 熊本県 2 混賀県 6 高知県

東京都 8 神奈川県 2 東京都 4 愛媛県

和歌山県 ア 千葉県 2 和歌山県 3 北海道

その他 26 香川県 その他 9 

不明 =重県 不明 19 
564 山口県 300 

石川県

鳥取県

徳島県

福岡県

¥高知県

年齢別

-------------
申込者 参加者

10代 12 7 

20代 23 5 
30代 26 14 

40代 36 22 
50 代 92 43 

60 代 182 103 
70 代 106 60 

80 代 10 6 
不明 77 40 

564 300 

アンケー卜回答結果(回収率65.3%)

職業別 その他 (14)うちわけ シンポジウムを知ったきっか11 その他 (9)うちわけ

無職 69 学童保育

会社員 39 写真家

自営業 10 医師

教員 9 農業

①読売新聞 99 

ン
ニ井V-Net (2) 

②ポスターチフシ 46 京大からのメール(3)

③HP 22 大阪京大クフフ、

④知人の紹介 20 ネット検索

主婦 9 建築家 ⑤その他 9 京大間計台

学生 8 SE.翻訳 (2) 196 ~ メルマガ
公務員 8 ポランァィア (2)

アルバイト 5 技術コンサルタン卜(2)

その他 14 会社経営 (2)

来記入 25 

196 

119 


